
◆受賞講演 「第54回 令和元年度 日本油化学会進歩賞」
１．対 象： 油化学及びこれに関連する学問・技術の分野における著しい貢献。

２．資 格： 優秀な研究成果を会誌に原著論文として発表し，2019年4月1日において満40歳に達していない者。

その研究成果は，未完のものであってもよい。

※ 毎年度、学会賞、工業技術賞、進歩賞の候補を8/31締め切りで募集しています。詳しくはオレオサイエンス会告をご覧ください。

１．グリセリン酸の高機能バイオ素材への応用と発酵生産技術の高度化
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２．脂質と分子構造と生理機能に関す津研究
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有機合成技術を駆使した脂肪酸やトリアシルグリセロールの構造を自在に作り変える技術を確立し，
これらを用いて様々な新規分析法を開発した。さらに，有機合成によって安定同位体を導入した脂
質を動物に投与し，脂肪酸やトリアシルグリセロールの分子構造の違いによる生理機能の違いを明ら
かにした。以上の成果は，従来の脂質栄養学や分析科学が抱えていた課題を解決する独創的かつ
質が高く，基礎研究のみならず，油脂産業の発展にも大きく貢献したものと考え，本賞を授与する。

オレオケミカル産業において脂肪酸類を製造する過程で副生するグリセリンの有効利用を目的に，
「グリセリン酸」に着目して評価を行い高機能バイオ素材であることを明らかにした。そして発酵生産技
術の改良に取り組み，副生グリセリン原料の利用や生産物を制御するための微生物プロセスを開発
した。これらの一連の研究成果は，油脂等の再生可能資源から化学品を生産する技術への応用が
期待でき，油脂産業の発展に大きく貢献すると考え，本賞を授与する。
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https://jocs.jp/wp-content/uploads/%E5%8F%97%E8%B3%9E%E8%AC%9B%E6%BC%94%E3%80%80%E5%B9%B4%E4%BC%9AHP%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0%E3%80%80-0.pdf

